
‘いじめ’防止への願い 

 

８月７日（水）に、栃木市恒例の‘あったか栃

木’いじめ防止子どもフォーラムが、オンラインで

開催され、本校からは６年生２名が参加しました。 

内容としては、人権教育の資料や栃木市の全小中

学校で実施したアンケートの結果等を参考に、他校  

の児童生徒と意見交換をするものでした。 

本校では、このことを広く全校児童で共有するた

め、９月１１日（水）にオンラインで各教室をつな

ぎ報告会を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市全体で実施した実態調査（アンケート）の結果

では、いじめを受けたと訴えた人の数が、いじめを

してしまった人の数よりも多くなっている。‘いじめ

をしている’という自覚のなさが大きな問題になっ

ている…などがこの報告会により、強く意識するこ

とができました。 

今後、こうした取り組みは継続され、各クラスに

おいて、いじめ防止のスローガンづくり等を行って

いきます。 

 いじめの防止については、子どもたちを見守るべ

き教職員等の大人にも責任があります。周囲の子ど

もたちについて、ちょっとした変化、気になること

がありましたら、どうぞ学校（２２－０５１２）ま

でご一報をください。お願いします。 
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文 責 木村 信孝（校長） 

四小学校だより  

まだまだ暑さが続きますが… 

２学期が元気にはじまりました！ 

子どもたちにとって楽しかった夏休みも終わり、

９月２日から２学期が始まりました。 

 蒸し暑い体育館での始業式ということで、校長か

らの話は、なるべく短く端的にさせてもらいました

が、子どもたちは休み明けにもかかわらず、終始き

ちんとした姿勢でよく話を聴いてくれました。 

私自身のこの夏休みの体験談を少し話した後、い

つものように今学期、子どもたちにがんばってもら

いたいことを話そうとして…「さて校長先生は何の

話をするでしょうか。」と問うと「いのちの話！」

とか「あいさつの話！」と子どもたちからすぐに返

ってきました。ワンパターンはいけないな…と思い

つつも、子どもたちに私が大事に考えていること

が、浸透していることにうれしさを感じました。 

１つ目の話は…やはり「生命尊重・人権尊重」に

ついてです。‘自分を、そして友達を大切にしてく

ださい。いじめなんかしない！’と改めて子どもたち

に伝えました。１学期に行ったいじめの実態調査

（市内全校で実施）によると、友達からいじめられ

たという訴えが、今年度も０（ゼロ）になることは

ありませんでした。やってしまった側には、いじめ

た意識はなくても、やられた側には、ずっと嫌な思

いが残ります。‘相手が嫌がること、いじめは、絶

対しない！’ずっと言い続けていきます。 

 ２つ目はあいさつの話です。朝の登校時、昇降口

に立つ私へのあいさつは、とても明るく元気です。 

ぜひそのあいさつを地域の方々にもしてください。

みんなの力で地域を元気にしようと話しました。 

 最後の３つ目は、勉強の話です。子どもたちにと

って、やるべきこと、仕事のようなことは‘勉強’

です。まずは授業に真面目に取り組みましょう！と

話をしました。 

２学期は１年の中で最も長い学期です。ご家族や

地域の皆様、どうぞこれまで同様の本校への温かい

ご支援をお願い致します。 

   



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１６日（火）には、本年度                   

の第２回学校運営協議会（※）が 

開催されました。今回、委員の方々には、全学年の授業をまわり、子どもたちの学習の様子を

観ていただくとともに、給食の試食も行っていただき、子どもたちとの交流も図りました。 

授業についての意見等の一部を掲載します。 

・子どもたちが明るく前向きに取り組んでいる。 ・活発な意見が出ていて安心した。 

・全体的に先生が穏やかな表情で子どもたちにとってとても良い。 

・体育の授業で子どもたちが主体的に動いていた。・各学年熱心に先生が教えてくれている。 

・先生が子どもたちの反応に「ありがとう」と言っていて、感謝の心が育まれると思った。 

・長い夏休みが終わったあとだが、落ち着いていながら、意見も活発に出していた。 

・学年の発達段階を考慮しながらグループ学習（学び合い）を効果的に入れるとよい。 

・本校は立腰を推進しているので、授業中の姿勢にも更に気を配るとよい。 

※学校運営協議会…「地域とともにある学校づくり」の核になる組織で、メンバーには自治会長・

民生委員・ＰＴＡ会長・学校支援ボランティア等に校長が加わり、学校運営に参画している。 

         

学相 1組担任の山本早希先生が、約１年間のお休み（産休・育休）を経て 

        ２学期より復職されました。９月２日の始業式では、全校児童にその元気な

姿を久しぶりに見せてくれました。これからどうぞよろしくお願いします。 

 

かつては毎年のように、学校においてバザーが開かれ、食べ物を売る模擬店が出て、た

くさんの子どもたちや保護者、地域の方々が集まりました。ただここ数年は、コロナ禍の

影響もあり学校におけるイベントのほとんどが中止または縮小となってしまい、地域の大

人と子どもが一緒に集まる機会もなくなってしまいました。 

このままでは・・・地域のコミュニティはますます弱体化してしまい、人と人のつなが

りが消えてしまいます。 

そこで、これまで本校 PTA主催で行ってきた「ピーテー祭」を、今年はリニューアルし

て『四小バザー』と名称も変え、バザーや模擬店を復活させます。今後、保護者や地域の

皆様にはチラシ等を通じて、バザー供出品のお願いや当日の案内をさせていただきますの

で、ご協力・ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※昨年度までの「ピーテー祭」では、当日を授業実施日にして月曜日を振替休日にしており 

ました。今年度からの『四小バザー』では、当日は通常の土曜日にしています。児童の 

皆さんは、休みの日に学校に来て、食べ物や買い物、ゲームを楽しむことになります。 

令和６年度 四小バザー 

日 時 ： １０月２６日（土） ９：３０～１４：３０ 

場 所 ： 栃木第四小学校 校庭及び体育館、特別教室 

内 容（予定） 

 〇供出品によるバザー  〇農産物販売  〇ゲームコーナー（ストラックアウト ・ 輪投げ） 

 〇模擬店（焼きそば ・ フランクフルト ・ 綿あめ ・ ジュース  〇キッチンカー 

たくさんの方の

お越しをお待ち

しています！ 

おかえりなさい…山本先生 


